
学年 3 科目 理学療法評価学（Ⅱ） 教員 沖 和恵 対象人数 18名

番号 平均

　①  4.8

　② 4.8

　③  4.7

　④  4.6

　⑤  4.8

番号 平均

　①  4.8

　② 4.9

　③  4.8

　④  4.9

　⑤  4.8

　⑥ 4.9

番号 平均

　①  4.9

　② 4.7

　③  4.8

　④ 4.8

番号 平均

　①  4.9

　② 4.6

　③  4.8

　④ 4.9

　⑤ 4.8

・わからないところも気軽に聞けるので助かりました。

・自己学習でわからなかったことを参考資料や文献などを教えていただいたことで勉強がやりやすかったで
す。ありがとうございます。

・グループ学習を取り入れていただいたことで、他の学生の意見も聞くことが出来た為、個人学習時、参考
になり良かったです。症例ごとの振り返りで先生の模範解答や解説もしていただけるので、復習する動機付
けにもなり、理解が深まります。ありがとうございます。

5）授業に対するコメント

授業に対する熱意を感じた。

学生の迷惑行為（私語）を注意し、適切な授業環境を保つことに努めた。

学生の質問や相談に対し適切な助言を与えてくれた。

効果的に学生の参加（発言など）を促した。

4）学生の授業へのモチベーション

内容

授業中は、集中して教員の話や説明を聞いた。

この授業の予習・復習に努めた。

自分は、この授業に意欲的に取り組んだ。

授業を受けて学習意欲が高まった。

総合的にみてこの授業は満足できるものであった。

内容

小テストや課題（宿題・レポートなど）の量や質は適切だった。

国家試験あるいは臨床実習に活かせる知識・技術を習得することができた。

2）教員の伝え方・授業の進め方

内容

話し方は、明瞭で聞き取りやすかった。

説明は、わかりやすかった。

板書および配布資料などは、効果的であった。

パソコンのスライドや動画・模型など効果的に活用していた。

指定された教科書や参考書は、学習内容を理解するのに役立った。

重要なポイントを明確に示し、理解度を深めるための配慮を行っていた。

3）教員の関わり方

授業の時間配分は、適切であった。

2024年度　授業評価アンケート結果

1）授業の内容・構成

内容

授業毎に目標や内容を明確に示していた。

毎回の授業の量や速度は適切であった。



学年 3 科目 検査・測定法（Ⅱ） 教員 沖 和恵 対象人数 18名

番号 平均

　①  4.7

　② 4.6

　③  4.6

　④  4.4

　⑤  4.8

番号 平均

　①  4.8

　② 4.7

　③  4.7

　④  4.6

　⑤  4.5

　⑥ 4.7

番号 平均

　①  4.8

　② 4.4

　③  4.8

　④ 4.7

番号 平均

　①  4.6

　② 4.4

　③  4.4

　④ 4.6

　⑤ 4.7

・今まで学んだ知識が必要となり理学療法士の仕事をする上でとても大切な内容だと思った。

・質問に対して一つ一つわかりやすく教えていただき、ステップアップできた。

・配布された資料が内容の理解と課題の遂行に非常に有用でありました。また、課題に関する質問を行った
際は、分かり良く的確な指摘を頂け、内容の改善の大きな助けとなりました。

・時間配分が適切だったため、それぞれの課題を進める速度も順調に行なうことができ、意欲的に取り組め
た。図や動画も分かりやすかった。

5）授業に対するコメント

自分は、この授業に意欲的に取り組んだ。

授業を受けて学習意欲が高まった。

授業に対する熱意を感じた。

学生の迷惑行為（私語）を注意し、適切な授業環境を保つことに努めた。

学生の質問や相談に対し適切な助言を与えてくれた。

効果的に学生の参加（発言など）を促した。

4）学生の授業へのモチベーション

総合的にみてこの授業は満足できるものであった。

内容

小テストや課題（宿題・レポートなど）の量や質は適切だった。

国家試験あるいは臨床実習に活かせる知識・技術を習得することができた。

2）教員の伝え方・授業の進め方

内容

話し方は、明瞭で聞き取りやすかった。

説明は、わかりやすかった。

板書および配布資料などは、効果的であった。

パソコンのスライドや動画・模型など効果的に活用していた。

指定された教科書や参考書は、学習内容を理解するのに役立った。

重要なポイントを明確に示し、理解度を深めるための配慮を行っていた。

3）教員の関わり方

内容

授業中は、集中して教員の話や説明を聞いた。

この授業の予習・復習に努めた。

授業の時間配分は、適切であった。

2024年度　授業評価アンケート結果

1）授業の内容・構成

内容

授業毎に目標や内容を明確に示していた。

毎回の授業の量や速度は適切であった。



学年 3 科目 画像評価法 教員 熊谷 旬一郎 対象人数 18名

番号 平均

　①  4.7

　② 4.7

　③  4.8

　④  4.8

　⑤  4.9

番号 平均

　①  4.4

　② 4.7

　③  4.9

　④  4.8

　⑤  4.8

　⑥ 4.8

番号 平均

　①  4.9

　② 4.6

　③  4.7

　④ 4.6

番号 平均

　①  4.7

　② 4.2

　③  4.5

　④ 4.6

　⑤ 4.7

・各国家試験問題に対して、分かりやすい説明をしていて理解しやすかった。

・実際に体を動かしながら行ったりしたので頭に入りやすかったです。

・色々な教材や指導方法を工夫して、分かりやすい授業をしてくださり有り難く思います。パソコンのスラ
イド画面も大きく表示してくださり後部座席でもよく見えるので感謝しています。

・自分以外の人に疾患や症状を伝える難しさや相手からの話を傾聴する大切さがわかった。アウトプットす
ることで調べる力が身につくのと情報を共有できることがいいと思った。

5）授業に対するコメント

自分は、この授業に意欲的に取り組んだ。

授業を受けて学習意欲が高まった。

授業に対する熱意を感じた。

学生の迷惑行為（私語）を注意し、適切な授業環境を保つことに努めた。

学生の質問や相談に対し適切な助言を与えてくれた。

効果的に学生の参加（発言など）を促した。

4）学生の授業へのモチベーション

総合的にみてこの授業は満足できるものであった。

内容

小テストや課題（宿題・レポートなど）の量や質は適切だった。

国家試験あるいは臨床実習に活かせる知識・技術を習得することができた。

2）教員の伝え方・授業の進め方

内容

話し方は、明瞭で聞き取りやすかった。

説明は、わかりやすかった。

板書および配布資料などは、効果的であった。

パソコンのスライドや動画・模型など効果的に活用していた。

指定された教科書や参考書は、学習内容を理解するのに役立った。

重要なポイントを明確に示し、理解度を深めるための配慮を行っていた。

3）教員の関わり方

内容

授業中は、集中して教員の話や説明を聞いた。

この授業の予習・復習に努めた。

授業の時間配分は、適切であった。

2024年度　授業評価アンケート結果

1）授業の内容・構成

内容

授業毎に目標や内容を明確に示していた。

毎回の授業の量や速度は適切であった。



学年 3 科目 骨関節障害理学療法学 教員 熊谷 旬一郎 対象人数 18名

番号 平均

　①  4.8

　② 4.7

　③  4.7

　④  4.5

　⑤  4.5

番号 平均

　①  4.4

　② 4.7

　③  4.7

　④  4.8

　⑤  4.7

　⑥ 4.8

番号 平均

　①  4.9

　② 4.5

　③  4.7

　④ 4.7

番号 平均

　①  4.7

　② 4.4

　③  4.5

　④ 4.5

　⑤ 4.6

1）授業の内容・構成

内容

授業毎に目標や内容を明確に示していた。

授業の時間配分は、適切であった。

毎回の授業の量や速度は適切であった。

自分は、この授業に意欲的に取り組んだ。

内容

小テストや課題（宿題・レポートなど）の量や質は適切だった。

国家試験あるいは臨床実習に活かせる知識・技術を習得することができた。

2）教員の伝え方・授業の進め方

内容

話し方は、明瞭で聞き取りやすかった。

説明は、わかりやすかった。

板書および配布資料などは、効果的であった。

指定された教科書や参考書は、学習内容を理解するのに役立った。

重要なポイントを明確に示し、理解度を深めるための配慮を行っていた。

パソコンのスライドや動画・模型など効果的に活用していた。

3）教員の関わり方

2024年度　授業評価アンケート結果

・実技も交えて、重要ポイントを押さえてとても分かりやすくご指導いただきました。国家試験対策の問題
も解く時間も多くあり傾向が分かり良かったです。画面表示も後部座席でも分かるよう文字や写真も大きく
表示していただき見やすかったです。ありがとうございました。

総合的にみてこの授業は満足できるものであった。

5）授業に対するコメント

・演習などもあって分かりやすかった。

・国家試験を見据えて苦手な部分などを覚えられるように参考資料を使い勉強しようと思います。

・ストレッチの仕方や疾患のテストを実演して、イメージしやすかったです。

授業を受けて学習意欲が高まった。

授業に対する熱意を感じた。

学生の迷惑行為（私語）を注意し、適切な授業環境を保つことに努めた。

学生の質問や相談に対し適切な助言を与えてくれた。

効果的に学生の参加（発言など）を促した。

4）学生の授業へのモチベーション

内容

授業中は、集中して教員の話や説明を聞いた。

この授業の予習・復習に努めた。



学年 3 科目 生活環境論 教員 松枝 佑典 対象人数 18名

番号 平均

　①  3.2

　② 2.9

　③  3.3

　④  3.1

　⑤  3.1

番号 平均

　①  3.0

　② 3.0

　③  2.9

　④  3.3

　⑤  3.3

　⑥ 3.2

番号 平均

　①  3.8

　② 3.7

　③  3.6

　④ 3.2

番号 平均

　①  3.5

　② 3.2

　③  3.4

　④ 3.2

　⑤ 3.3

・授業資料は、教科書を元に理解を助ける工夫と実際に即した丁寧な補足がされていると感じた。

・授業では学習のポイントを教えていただき、問題プリントは復習や検定試験に役立った。

・遠回しの説明が多く、わかりずらいところがあった。

・書く量が多くペースが早かったため、記入時間を長くしてほしい。

・試験範囲を全学生に対し、明確に提示してほしかった。

5）授業に対するコメント

授業に対する熱意を感じた。

学生の迷惑行為（私語）を注意し、適切な授業環境を保つことに努めた。

学生の質問や相談に対し適切な助言を与えてくれた。

効果的に学生の参加（発言など）を促した。

4）学生の授業へのモチベーション

内容

授業中は、集中して教員の話や説明を聞いた。

この授業の予習・復習に努めた。

自分は、この授業に意欲的に取り組んだ。

授業を受けて学習意欲が高まった。

総合的にみてこの授業は満足できるものであった。

内容

小テストや課題（宿題・レポートなど）の量や質は適切だった。

国家試験あるいは臨床実習に活かせる知識・技術を習得することができた。

2）教員の伝え方・授業の進め方

内容

話し方は、明瞭で聞き取りやすかった。

説明は、わかりやすかった。

板書および配布資料などは、効果的であった。

パソコンのスライドや動画・模型など効果的に活用していた。

指定された教科書や参考書は、学習内容を理解するのに役立った。

重要なポイントを明確に示し、理解度を深めるための配慮を行っていた。

3）教員の関わり方

授業の時間配分は、適切であった。

2024年度　授業評価アンケート結果

1）授業の内容・構成

内容

授業毎に目標や内容を明確に示していた。

毎回の授業の量や速度は適切であった。


